全国医政関係主管課長会議資料（１）

　平成１６年３月１５日（月）

於 ： 厚　生　労　働　省
厚　生　労　働　省
５ ．無資格者の取締り等について

　あん摩、マッサージ又は指圧について、無資格者が業として行っているとの情報が当課に多く寄せられ、先日も無免許容疑による事件があったところである。

　　このため、あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゆう師等に関する法律（昭和２２年法律第２１７号。以下「あはき法」という。）第１条により、免許を有さない者については、あん摩、マッサージ又は指圧を業とすることはできないこととなっていることについて、周知・啓発を図られたい。

　　また、免許を受けないであん摩、マッサージ又は指圧を業とする者の取扱いについては、「免許を受けないであん摩、マッサージ又は指圧を業とする者の取締りについて」（昭和３９年１１月１８日付け医発第１３７９号）において示しているところであり、その徹底を図られたい。

　　さらに、あはき法第１条のあん摩、マッサージ又は指圧が行われていない施設において「マッサージ」等と広告することについては、同施設においてあん摩マッサージ指圧が行われていると一般人が誤認するおそれがあり、公衆衛生上も看過できないものであるので、各都道府県におかれても、このような広告を行わないよう指導方お願いする。

６ ．外国人医師の当該国の国民等の診療に限定した受入れについて

　　「構造改革特別区域基本方針の一部変更について」（平成１５年７月４日付け閣議決定）において、「現行の外国との医師の相互受入れを拡大し、相手国による日本人医師の受入れがない場合でも、英語による国家試験に合格した外国人医師を、診療対象を当該国民に限定する等の条件の下、受け入れる措置を講ずる」こととしたところであり、現在、具体的な受入れ枠組みについて検討している。本年度末を目処に通知を発出することを予定しているので、各都道府県におかれても御協力をお願いする。
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